
国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー 

IGS࠷ڠ研究ճ 
国際ジェンダー学ճ 国際Ң動とジェンダー（IMAGE）෾Ռճ 

ʲࡑೖフィリϒンਕऀճʳをジェンダーのࢻ点͖Δಣ΋ 

ʴ日時ʵ2024 年 9 ݆ 19日（໨）13:00ʛ15:30 

ʴ会৖ ύɻイϔリッχ開催（お茶の水女子大学国際交流留学生プラ
δ 3 ֌セミナー࣪、Zoomウェϑナー） 

ʴ報告者ʵ 

高ീ߀（੫Ԯཱིݟ大学） 

 「をジェンダーの視点からಣ΋『日フィリϒンਕ社会ࡑ』」

ʴコϟントʵ 

大໼ܛ理（ᘒ協大学） 

ґ౽るり（一ڰ大学名༬教द） 

ʴ࢚会ʵ 
ঘϴ谷એุ（フェリス女学院大学） 

ʴ主催ʵ 

国際ジェンダー学会 国際Ң動とジェンダー（IMAGE）෾科会 

ʴ共催ʵジェンダー研究所 

ʴ後援ʵ科研ඇ基൭研究（B）「日本におけるҢे女੓Պ事・ίア࿓働者の࿓働য়ڱと主体੓に関する発
展的研究」（՟題൬ߺʁ23H00888） 
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１）国際的な共同研究・研究交流
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㸯㸯㸧㸧ᅜᅜ㝿㝿ⓗⓗ࡞࡞ඹඹྠྠ◊◊✲✲࣭࣭◊◊✲✲஺஺ὶὶ

■ジェンダー研究所所଒の研究者が 2024年度に研究交流または共同研究をした海外の研究者

海外研究者ࢱ名 所଒ؽ関（৮Ғ） 

ԭ長ྲ 国ཱིୈ࿹大学（教द） 

༸ᇧᘭ ୈ࿹国ཱི政治大学（教द） 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー政治研究所（研究җ員） 

Jiso Yoon ؘ国女੓政ࡨ研究院国際協力センター（センター長） 

Devin K. Joshi Singapore Management University（०教द） 

日下෨ښ子 アジア工科大学院大学（AIT）（教द）

Jung Hwan Lee λウル大学（०教द）

Eun Jeong Cho ؘ国国Պ҈保戦ྲྀ研究院（研究員） 

Ji Hyung Lee ॖ明女子大学（教द） 

Eun Kyung Lee λウル大学（०教द）

Celeste Arrington George Washington University（०教द） 

Kazue Harada Miami University (Associate Professor) 

Sunyoung Yang The University of Arizona (Assistant Professor) 

Andrea Gevurts Arai University of Washington (Assistant Professor) 

Chong Eun Ahn Central Washington University (Associate Professor) 

Lin Li University of St. Thomas (Assistant Professor) 

Belinda Qian He University of Oklahoma (Assistant Professor) 

Linda White Middlebury University（Professor） 

Ayako Kano University of Pennsylvania（Professor） 

Melissa Deckman Public Religion Research Institute（CEO） 

Yumi Moon Stanford University（Professor） 

Chizu Sato（ࠦ౽એथ） Wageningen University (Lecturer) 

Wendy Harcourt Erasmus University in The Hague (Professor) 

૛ঙ๢ 中国ਕ຿大学（教द） 

Cai Yiping（ᤜ一ฑ） University of California Irvine (Ph.D. Candidate) 
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■ジェンダー研究所所଒の研究者が 2024 年度に研究交流または共同研究をした海外の研究者

海外研究者ࢱ名 所଒ؽ関（৮Ғ） 

ৌਖཀ ՜౨ࢥ範大学（教द） 

ཧধ ՜౨ࢥ範大学（෯教द） 

௃継元 ՜౨ࢥ範大学（ࢥߪ） 

Ԩڰ 中国社会科学院（研究員） 

Petrice R. Flowers University of Hawai'i—0ƗQRD (Professor, Political Science) 

france rose hartline 日本学術৾ڷ会外国ਕ特พ研究員 

˛ジェンダー研究所所଒の研究者が研究交流・共同研究をしている海外の研究ؽ関

アアジジアア工工科科大大学学院院大大学学（（AAIITT））ڧڧ؂؂資資ݱݱ開開発発研研究究科科「「ジジェェンンダダーーとと開開発発」」専専ߊߊ

ʴ୴౲ʵ日下෨ښ子（AIT 教द）、申ⅰᒉ（IGS 教द）、ብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
国際教育交流プログラム「AIT ワークショップ」（本学と AIT の博士前期՟ఖの院生が૔方の国を๜問し、
研究調査ならびに研究交流を行う短期交換研रプログラム）を 2001 年の開࢟時からຘ年、ジェンダー研究
所とともにӣӨしているほか、所଒教員らが研究交流を続けている（本報告ॽ 52 น参ল）。 

λλウウルル大大学学日日本本研研究究所所

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
学術雑誌『日本൹඲』海外ฦ集җ員を務める。 

੤੤ߒߒ大大学学社社会会科科学学研研究究所所  

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
『社会科学研究』ฦ集җ員。 

佄佄ࢃࢃ大大学学女女੓੓学学研研究究所所  
ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
『女੓学研究』ฦ集җ員。 

イイάάリリスス政政治治学学会会学学術術雑雑誌誌  PPoolliittiiccss  

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
PPoolliittiiccss ฦ集җ員。 
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˛ジェンダー研究所所଒の研究者が研究交流・共同研究をしている海外の研究ؽ関

GGeeoorrggee  WWaasshhiinnggttoonn  UUnniivveerrssiittyy,,  EElllliiootttt  SScchhooooll  ooff  IInntteerrnnaattiioonnaall  AAffffaaiirrss,,  SSiigguurr  CCeenntteerr  ffoorr  AAssiiaann  SSttuuddiieess  

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
サバティカル中の Visiting Scholar として所଒

՜՜౨౨ࢥࢥ範範大大学学  

ʴ୴౲ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
科研ඇ国際共同研究加ଐ基金（国際共同研究ک化 B）「ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄のร化と
ジェンダー」の෾୴者としてݳஏ研究者との協力において調査を実施している。 

ノノルルウウェェーー科科学学技技術術大大学学（（NNTTNNUU））ジジェェンンダダーー研研究究セセンンタターー

ʴ୴౲ʵ戸谷陽子（IGS所長）、੶Ҭクンςথ子（お茶の水女子大学理事・෯学長／グローバル女੓リーダー育成研究ؽ構長）、
ݬ٤ޮ ඔ（お茶の水女子大学リΦμン・URAセンターリサーチ・アχミωストϪーター）ほか 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
UTFORSK プロジェクト「Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan」ʁ日本とノルウェーに
おけるジェンダー、ダイバーシティにͯいての国際ർֳ研究と、大学院Ϫベルのジェンダー研究教育Ϙダ
βジー開発と実践の共同研究。ノルウェー高等教育・技能局（HK-dir）の UTFORSK 助成金プロジェクト
（2021 年 8 ݆ʛ2025 年 7 ݆）とバーチャル・Φクスチェンジ／COIL Ϗートナーシップ・イωシアチϔ（2023

年 3 ݆ʛ12 ݆）の活動とด行して実施している（本報告ॽ 49 น参ল）。 

ʴ国内ؖ֐࿊研究ճʵ 
ʕʕ政政治治େେනනににおおけけるるジジェェンンダダーーととଡଡ༹༹੓੓研研究究会会（（Women and Diversity in East asian political 

Representation（（WondeR））））（申） 

ʕʕ日日本本政政治治学学会会「「ジジェェンンダダーーとと政政治治」」研研究究会会（申） 

˕̞国国際際ҢҢ動動ととジジェェンンダダーー研研究究会会（大ڰ）

˕̞経経ࡃࡃ理理論論学学会会෾෾໼໼พพ෾෾科科会会・・ジジェェンンダダーー（大ڰ）

ʕʕ International Studies Association: Feminist Theory and Gender Studies （（FTGS））（本ࢃ）

ʕʕ Gender and Diplomacy (GenDip)（本ࢃ）

ʕʕ国国内内のの女女੓੓学学・・ジジェェンンダダーー研研究究セセンンタターーととののネネッットトワワーークク
ジェンダー関࿊学協会コンλーシアムへの参加 ほか

中中国国社社会会科科学学院院  

ʴ୴౲ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
科研ඇ国際共同研究加ଐ基金（国際共同研究ک化 B）「ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄のร化と
ジェンダー」の෾୴者としてݳஏ研究者との協力において調査を実施している。 
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（2021 年 8 ݆ʛ2025 年 7 ݆）とバーチャル・Φクスチェンジ／COIL Ϗートナーシップ・イωシアチϔ（2023

年 3 ݆ʛ12 ݆）の活動とด行して実施している（本報告ॽ 49 น参ল）。 
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㸰㸰㸧㸧UTFORSK ࢺࢺࢡࢡ࢙࢙ࢪࢪࣟࣟࣉࣉ

国際ർֳ研究ͳͨの࠹৿成Վを研究گүにԢ༽ͤΖ国際ڠಋۂࣆ 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

UTFORSKププロロジジェェククトト 

UTFORSK プロジェクト「Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan」ʁ日本とノルウェ
ーにおけるジェンダー、ダイバーシティにͯいての国際ർֳ研究と、大学院Ϫベルのジェンダー研究教
育Ϙダβジー開発と実践の共同研究プロジェクト。5 年ؔにわたる INTPART プロジェクト（ノルウェー
リサーチカウンシルの国際共同研究助成金 International Partnerships for Excellent Education, Research and

Innovation（INTPART）による、Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality and Diversity

（NJ_BREGED）プロジェクト。ノルウェー科学技術大学（NTNU）のジェンダー研究センターと IGS と
で、2019 年 4 ݆ʛ2023 年 9 ݆の期ؔ、教員・研究者・院生の૮ޕ派遣および、ノルウェーと日本のジェ
ンダーฑ等にͯいてのർֳ研究、セミナーやワークショップの開催なʹを進め、共同研究の成果をॽ੸
として刊行）の実੹が඲Ճされࡀ୔されたプロジェクト。ノルウェーDIKU: Norwegian Agency for

International Cooperation and Quality Enhancement in Higher Education の助成を受け、ジェンダーおよびダ
イバーシティ研究教育の࣯を高めるための新しい教育戦ྲྀを構築するプロジェクトを展開（2021年 8 ݆
ʛ2025 年 7 ݆）。学生、ऑघ研究者、教員が、Ϗートナー大学での共同セミナーや共同指導を経験する
なʹ、࣯が高く活力にຮちた、国際的な学びのڧ؂を提供する。研究発නやࢊ学࿊ܠへの参༫なʹऑघ
研究者へのؽ会提供や、論文の共同執筆なʹ研究者同士のগ来的なϏートナーシップ発展にͯながる活
動も行う。また、SDGs のジェンダー・ダイバーシティ関࿊の目ඬୣ成に資する成果を目指す。2024年
度は、NTNU より博士՟ఖ大学院生 3 名・र士՟ఖ院生̐名を֦ 2 ないし 3 か݆ؔ受け入れ、本学から
は 2 名の博士前期՟ఖ院生を派遣し、次年度に޴けてさらに博士前期՟ఖ院生̐名の派遣ޫึ者をમ考
した。

2024೧ౕ UTFORSKプロジェέφϟンバー 
ʮʮNTNUʯʯグロ・コースωス・クリステンセン（学際的文化研究学෨長・教दʁプロジェクトマネージ
ャー）、ジェωフΟー・ϔロンラ（०教दʁプロジェクト・コーυィネーター）、プリシラ・リングロ
ーθ（教द）、シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセン（ジェンダー研究センター長・教द） 

ʮʮIGSおおよよびび本本学学ʯʯঘྜྷ੥（基ײ研究院ਕؔ科学系教द）ʨ本学ଈେනʩ、戸谷陽子（IGS 所長）ʨ本学
ଈプロジェクト・コーυィネーターʩ、੶Ҭクンςথ子（理事・෯学長）、ޮݬ٤ඔ（リサーチ・アχ
ミωストϪーター）
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■■ 2024೧ౕ ք͖֐Δのডᡊ研究ं
Chizu Sato（ワーΰωンΰン大学・オランダ） 

IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23 น参ল） 

Wendy Harcourt（Φラスムス・ロッテルダム社会科学大学院大学・オランダ） 

IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23 น参ল） 

૛૛ঙঙ๢๢（中国ਕ຿大学・中） 

IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26 น参ল） 

IGSセミナー「国際社会と中国」（37 น参ল） 

 秀秀䌤䌤（ୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏・ୈ）ڒڒ

IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり」（29 น参ল） 

 至至݁݁（ୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏・ୈ）؈؈

IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり」（29 น参ল） 

ᤜᤜ一一ฑฑ（カリフォルωア大学アーバインߏ・ธ） 

IGS国際ワークショップ「アジアଢฑ༺をめ͛るஏ政学的߇争とジェンダー」（35 น参ল） 

IGSセミナー「国際社会と中国」（37 น参ল） 

■■ 2024೧ౕ 国内ডᡊ研究ं
ঘঘీీྠྠݬݬ（౨ښ外国ޢ大学）IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23น参ল） 

 IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23น参ল）（౐大学ښ）࢛࢛ౣౣآآ

ᇞᇞؿؿ（大ཱིޮࡗ大学）IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26น参ল） 

 IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26น参ল）（大学ښ౨）ًً࢛࢛ݬݬీీ

ཧཧѧѧ㡶㡶（Ӌ౐ٸ大学）IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26น参ল） 

リリンンダダ・・ググロローーϔϔ（上ஒ大学）IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26

น参ল） 

長長ౣౣࠦࠦܛܛ子子（中ԟ大学）IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰく
り」（29น参ল） 

ՑՑ໼໼కక೯೯（ஞഀ大学）IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり」
（29 น参ল） 

Misha Cade（౨ښ大学）IGSセミナー「一ॻに学·うʄ੓的同қと第ࢀ者ղ入ワークショップ」（31น参ল） 

治治෨෨れれΞΞげげ（౨ښ工業大学）IGS セミナー「ϟυィアにおける『Ԏ上』の構ଆと発信者としてのࢴた
ち」（33 น参ল） 

ववྜྷྜྷここͥͥええ（同ࢦ社大学）IGS 国際ワークショップ「アジアଢฑ༺をめ͛るஏ政学的߇争とジェンダ
ー」（35 น参ল） 

IGS（社大学ࢦ同）ઇઇ子子ࢃࢃۇۇ セミナー「ԯೆにおける共༙ஏとジェンダー」（39 น参ল） 

戸戸ᬔᬔ秀秀明明（౨ښ経ࡃ大学）IGS セミナー「ԯೆにおける共༙ஏとジェンダー」（39 น参ল） 
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